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No. 22  　　議会だより

藤 田 まこと

「青森市新総合計画・後期基本計画」
  施策を進めるための重点５プロジェクト

 ① 「人口減少・地域経済縮小の克服」
 ② 「国内外につながる」
 ③ 「食でいきいき」
 ④ 「緑を守り引継ぐ」
 ⑤ 「雪との共生」

平成２８年度予算の主な取組
・青森と首都圏をつなぐビジネ

ス交流拠点構築事業

・「農業移住・新規就農サポート」

の開設

・「市内全小学校に放課後こども教室」を開設

・中学までの医療費助成の継続

・東北六魂祭の青森開催

・病児一時保育を３ヶ所から 4 ヶ所に増設

・継承者が不要な共同の納骨室を持つ合葬墓を整備

・青森市スポーツ広場のグラウンドの人工芝整備の設

計業務

・棟方志功画伯ゆかりの地の自治体の長が一堂に会す

る「棟方志功サミット」の開催
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病児一時保育の概要
 ・対　象　0 歳～小学校 3 年生

 ・利用時間　午前 8 時～午後 6 時

※日曜、祝日及び 12 月 29 日～ 1 月 3 日は休みです。

 ・申 込 み：事前にご予約の上、必ず医療機関を受

診し、当日は、各施設に備付けの申請書を御記入

ください。

 ・料　金　（1 日あたり）　1, 200 円（食事代込）

平成２８年度　一般会計当初予算成立
当初予算額　　１,１８４億２,５００万円当初予算額　　１,１８４億２,５００万円

平成２８年度　一般会計当初予算成立
当初予算額　　１,１８４億２,５００万円
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昨年試算 今年試算

概算事業費比較

青森駅周辺整備計画が示された

[分類名]
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扶助費
39,831
33.8%
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義務的
59.1%

その他
34.6%
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☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党控室　藤田 まこと
TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902

ホームページ　アドレス  http://www.fujita-makoto.jp/

１
．
市
民
病
院
に
つ
い
て

母
性
保
護
・
育
児
支
援
・
人
員
確
保
な

ど
様
々
な
観
点
や
、
国
の
助
成
が
あ
り
、

全
国
で
院
内
保
育
を
実
施
す
る
病
院
が
増

え
て
い
る
事
か
ら
、
地
域
医
療
を
支
え
る

青
森
市
民
病
院
で
も
院
内
保
育
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁　

病
院
運
営
の
面
か
ら
も
、
育
児
支

援
策
が
充
実
し
て
い
る
施
設
と
し
て
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、

医
師
や
看
護
師
等
の
人
材
不
足
の
解
消
な

ど
の
有
効
な
取
組
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
当
院
の
院
内
環
境
を

考
慮
す
る
と
保
育
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
新

た
な
用
地
確
保
や
施
設
建
設
が
必
要
と

し
、
現
状
で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
が
、

病
院
の
建
て
替
え
計
画
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２
．
教
育
行
政
に
つ
い
て

「
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
を
中
心
と

し
た
社
会
教
育
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
」

に
つ
い
て
の
答
申
に
対
す
る
取
組
に
つ
い

て答
弁　

新
事
業
と
し
て
は
、「
知
ろ
う
」「
行

こ
う
」「
参
加
し
よ
う
」
を
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
「
４
１
３
（
よ
ん
い
ち
さ
ん
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
、
市
民
の
学

び
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
取
組
を
実

施
、
利
用
者
拡
大
を
行
っ
て
き
た
。

次
に
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
職
員

等
に
必
要
な
基
礎
的
か
つ
実
践
的
な
知
識

及
び
技
術
等
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
研
修

会
を
実
施
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
巡
回
指
導
や
学
校

支
援
業
務
な
ど
の
生
涯
学
習
推
進
員
を
４

名
か
ら
９
名
に
増
員
し
て
、
各
施
設
の
管

理
運
営
や
社
会
教
育
事
業
の
実
施
に
係
る

相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
強
化
、
今
後
も
事
業
を
継
続
し
、
市

民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
が
地
域
に
お
け
る

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
中
核
と
な
る
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
努
め
て
参
り
た
い
。

３
．
財
政
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
の
普
通
交
付
税
算
定
か

ら
導
入
さ
れ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の

概
要
に
つ
い
て

答
弁　

国
、
地
方
、
民
間
が
一
体
と
な
っ

て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
無
駄
を
な
く
し
、

質
を
改
善
す
る
た
め
、
民
間
の
活
力
を
活

か
し
な
が
ら
歳
出
を
抑
制
す
る
改
革
で
あ

り
、
歳
出
効
率
化
に
向
け
た
業
務
改
革
で
、

他
団
体
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
も
の
を

地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
段
階

的
に
反
映
さ
せ
、
算
定
額
を
引
き
下
げ
る

と
い
う
内
容

※

地
方
自
治
体
の
交
付
税
の
減
額
を
狙
っ

て
い
る
。

②
今
年
度
で
普
通
交
付
税
の
合
併
前
全

額
保
障
期
間
が
終
了
し
、
今
後
、
段
階
的

に
縮
減
さ
れ
る
が
、
平
成
28
年
度
の
影
響

額
を
質
問
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、
合
併
算
定
替
縮
減
が

開
始
さ
れ
る
年
度
で
あ
り
、
合
併
算
定
替

１
．
ア
ウ
ガ
の
不
動
産
鑑
定
評
価
に

係
る
経
費

①
鑑
定
評
価
の
対
象
は
？

　

土
地
・
床
の
所
有
権
、
地
上
権
が
対

象
で
す
。

②
鑑
定
評
価
が
示
さ
れ
た
以
降
、
鑑
定
評

価
の
扱
い
は
？

　

鑑
定
人
か
ら
評
価
額
が
示
さ
れ
て

も
、
公
表
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
鑑
定
金
額
（
提
示
額
）
が
漏
れ
た
場
合
、

罰
則
規
定
が
あ
る
の
か
？

　

買
収
交
渉
時
に
提
示
額
が
漏
れ
て

も
、
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
ア
ウ
ガ
の
公
共
化
し
た
後
に
、
館
の
運
営
は

何
処
が
行
う
の
か
？

　

ど
の
よ
う
な
組
織

体
制
で
運
営
す
る
か

決
ま
っ
て
い
な
い
。

２
．
青
森
と
首
都
圏

を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
拠
点
構
築

事
業

　

３
月
末
に
開
設
す

る
、
東
京
赤
坂
に
開

設
す
る
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う

な
、
都
会
と
青
森
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
結
ぶ
た

め
の
拠
点
の
事
業
概

要
及
び
、
運
営
に
あ

た
っ
て
の
組
織
体
制

に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

額
と
一
本
算
定
額
の
差
額
の
１
割
が
減
と

な
る
が
、
一
方
で
、
平
成
26
年
度
以
降
５

年
程
度
で
、
平
成
の
合
併
に
よ
る
行
政
区

域
の
広
域
化
を
考
慮
し
た
交
付
税
算
定
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
本
算
定
額

と
合
併
算
定
替
額
と
の
差
が
縮
小
す
る
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
考
慮

し
、
平
成
28
年
度
の
影
響
額
は
、
平
成
27

年
度
本
算
定
時
の
合
併
算
定
替
額
と
一
本

算
定
額
の
差
額
、
約
５
億
８
百
万
円
の
8

％
程
度
に
相
当
す
る
、
約
４
千
１
百
万
円

の
減
と
見
込
ん
で
い
る
。

※

平
成
26
年
度
以
降
５
年
程
度
で
、
平
成

の
合
併
に
よ
る
行
政
区
域
の
広
域
化
を

考
慮
し
た
交
付
税
算
定
の
見
直
し
と
は

　
　

平
成
大
合
併
に
よ
り
自
治
体
の
行
政

効
率
化
が
思
う
よ
う
に
上
が
ら
な
か
っ

た
（
合
併
推
進
の
失
敗
）
た
め
、
国
も

普
通
交
付
税
を
減
額
の
縮
小
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

※

合
併
算
定
替
と
は
、
例
え
ば
、
合
併
前

の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
（
A
市
、
N
町
）

の
普
通
交
付
税
が
A
市
が
１
０
０
億

円
、
N
町
が
４
０
億
円
だ
と
す
れ
ば
、

合
併
後
１
０
年
間
は
１
０
０
億
円
＋
４

０
億
円
の
普
通
交
付
税
を
交
付
さ
れ
る
。

し
か
し
、
合
併
後
１
０
年
を
過
ぎ
る
と
、

A
市
と
N
町
を
一
つ
の
自
治
体
と
し
て

普
通
交
付
税
が
計
算

さ
れ
、
交
付
さ
れ
て

い
た
１
４
０
億
円
か

ら
、
段
階
的
に
交
付

税
が
減
額
さ
れ
る
事

を
意
味
す
る
。
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問

一
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問

予
算
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会

予
算
委
員
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